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び
に
篤
志
面
接
委
員
や
教
誨
師
と

い
っ
た
地
域
社
会
の
有
志
の
支
え

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
成
り
立
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
考
え
れ
ば
、

奈
良
少
年
刑
務
所
の
近
代
的
建
築

は
、
近
代
の
理
念
を
今
に
受
け
継

い
で
き
た
数
多
く
の
人
々
の
努
力

を
象
徴
す
る
か
ら
こ
そ
「
近
代
化

遺
産
」
と
し
て
貴
重
な
の
で
は
な

い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

者
や
貧
困
層
の
幸
福
を
増
大
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
最

小
限
の
監
視
費
用
で
犯
罪
者
を
更

生
す
る
装
置
と
し
て
、
パ
ノ
プ
テ

ィ
コ
ン
（
一
望
監
視
装
置
）
を
考

案
し
て
い
る
（
図
4
）
。

　
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
で
は
、
監
視

者
は
い
つ
で
も
囚
人
が
見
え
る
が

監
視
者
は
囚
人
か
ら
見
え
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
い
つ
見
ら
れ

て
い
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
状

況
に
置
か
れ
た
人
間
は
そ
の
う
ち

自
分
で
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
よ
う
に
な
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲

学
者
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
は
、

こ
の
パ
ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
こ
そ
、
個

人
の
幸
福
の
総
計
な
の
だ
か
ら
、

社
会
全
体
の
幸
福
を
最
大
化
す
る

政
策
を
め
ざ
す
べ
き
だ
と
す
る

「
最
大
多
数
個
人
の
最
大
幸
福
」

原
則
を
主
張
し
た
。
社
会
の
幸
福

を
極
大
化
す
る
た
め
に
は
、
犯
罪

　
ベ
ン
サ
ム
は
、
現
代
の
諸
制
度

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
「
功
利

主
義
」
哲
学
の
唱
道
者
で
あ
る
。

彼
に
よ
れ
ば
、
正
し
い
行
為
と
は

快
楽
や
幸
福
を
最
大
化
す
る
行
為

で
あ
る
。
社
会
全
体
の
幸
福
は
個
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図 1　旧奈良監獄空撮（法務省ウェブサイト http://www.moj.go.jp/content/001227219.jpg より転載）

図 2　小原重哉（『岡山市史』
第 5 巻より転載）

図 3　ジェレミー・ベンサム
（Henry William  Pickersgill, 
©National Portrait Gallery, 
London）

図 4　ベンサムによるパノプティコンの構想図

人
の
自
律
性
を
規
律
づ
け
る
近
代

社
会
の
端
的
表
現
だ
と
し
て
い
る
。

■
奈
良
監
獄
は
な
ぜ

　
近
代
化
遺
産
た
り
得
る
の
か

　
と
も
あ
れ
結
局
日
本
で
は
、
パ

ノ
プ
テ
ィ
コ
ン
の
よ
う
な
大
が
か

り
な
施
設
は
建
築
さ
れ
な
か
っ
た

が
、
日
本
最
初
の
近
代
的
監
獄
と

い
わ
れ
る
鍛
冶
橋
監
獄
（
明
治
7

年
〈
1
8
7
4
〉
）
を
は
じ
め
奈

良
少
年
刑
務
所
も
、
監
視
の
効
率

を
考
慮
し
た
放
射
状
の
様
式
で
建

築
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
「
監
獄

則
并
図
式
」
に
始
ま
る
近
代
の
精

神
は
、
む
し
ろ
刑
務
職
員
、
な
ら

■
赤
レ
ン
ガ
美
し
い

　
明
治
の
ロ
マ
ネ
ス
ク
建
築

　
平
成
29
年
3
月
末
を
も
っ
て
奈

良
少
年
刑
務
所
が
廃
庁
と
な
っ
た
。

か
つ
て
「
奈
良
監
獄
署
」
と
呼
ば

れ
た
こ
の
建
物
は
、
著
名
な
ジ
ャ

ズ
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
山
下
洋
輔
氏
の

祖
父
、
山
下
啓
次
郎
の
設
計
に
な

る
美
し
い
外
観
を
そ
な
え
、「
明

治
5
大
監
獄
」
の
一
つ
に
数
え
ら

れ
て
い
る
（
図
1
）
。
廃
庁
が
決

定
さ
れ
て
以
降
、
市
民
や
学
界
の

保
存
の
要
望
が
高
ま
り
、
重
要
文

化
財
お
よ
び
奈
良
県
近
代
化
遺
産

に
指
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
奈
良
少
年
刑
務
所
の
前
身
で
あ

る
旧
奈
良
監
獄
署
が
西
笹
鉾
町
の

旧
奈
良
代
官
所
跡
地
に
設
置
さ
れ

た
の
は
、
明
治
4
年
（
1
8
7
1
）

の
こ
と
で
あ
る
。
幕
末
の
牢
屋
敷

は
奈
良
奉
行
所
横
に
あ
り
罪
質
の

区
別
も
な
く
収
容
さ
れ
て
い
た
が
、

明
治
5
年
（
1
8
7
2
）
の
新
制

度
の
下
で
は
罪
質
や
年
齢
に
応
じ

て
監
房
を
別
に
す
る
必
要
が
生
じ
、

ほ
ど
な
く
旧
奈
良
監
獄
署
は
手
狭

に
な
っ
て
移
転
が
計
画
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
の
敷
地
選
定
は

監
獄
則
自
体
の
数
度
に
わ
た
る
変

更
も
あ
っ
て
難
航
し
、
明
治
34
年

（
1
9
0
1
）
に
よ
う
や
く
現
在
地

に
確
定
し
た
。
ち
な
み
に
、
旧
奈

良
監
獄
署
が
竣
工
を
迎
え
た
明
治

41
年
（
1
9
0
8
）
、
旧
奈
良
奉

行
所
跡
地
に
は
奈
良
女
子
大
学
の

前
身
、
旧
制
奈
良
女
子
高
等
師
範

学
校
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

■
最
大
多
数
の
最
大
幸
福

　
新
し
い
監
獄
観
の
形
成
　

　
明
治
5
年
の
新
制
度
と
は
、
監

獄
制
度
に
関
す
る
日
本
最
初
の
包

括
的
法
令
で
あ
る
「
監
獄
則
并
図

式
」（
明
治
5
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て

い
る
。「
獄
ト
ハ
何
ゾ
罪
人
ヲ
禁

鎖
シ
テ
之
ヲ
懲
戒
セ
シ
ム
ル
所
以

ナ
リ
、
獄
ハ
人
ヲ
仁
愛
ス
ル
所
以

ニ
シ
テ
人
ヲ
残
虐
ス
ル
者
二
非
ス

人
ヲ
懲
戒
ス
ル
所
以
ニ
シ
テ
人
ヲ

痛
苦
ス
ル
者
二
非
ス
、（
中
略
）
獄

司
欽
テ
此
意
ヲ
体
シ
罪
囚
ヲ
遇
ス

ヘ
シ
」
。
要
す
る
に
、
獄
に
お
い

て
罪
人
を
禁
固
懲
戒
す
る
の
は
な

ぜ
な
の
か
。
そ
れ
は
残
虐
と
痛
苦

を
与
え
る
た
め
で
は
な
く
、
仁
愛

を
も
っ
て
懲
戒
す
る
た
め
だ
と
い

う
の
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
獄
制
改
良
論
は
、
当

時
す
で
に
吉
田
松
陰
や
山
田
方
谷

な
ど
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
「
監
獄
則
并
図
式
」
を
編

纂
し
、
日
本
監
獄
制
度
の
創
設
者

と
目
さ
れ
る
囚
獄
権
正
、
小
原

重じ
ゅ
う
さ
い
哉
（
図
2
）
が
主
た
る
根
拠
と

し
た
の
は
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
ジ

ェ
レ
ミ
ー
・
ベ
ン
サ
ム
（
図
3
）

の
学
説
で
あ
っ
た
。

筆者。 広島県
鞆の浦 仙酔島
の渡船上にて

第
39
講

近
代
と
監
獄

旧
奈
良
監
獄
に
お
け
る

思
想
と
実
践

明
治
期
を
代
表
す
る
監
獄
建
築
「
旧
奈
良
監
獄
」
。

放
射
状
に
広
が
る
整
然
と
し
た
構
造
に
は
、

人
間
の
幸
福
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
た
。
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